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[image: image4.emf]H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

公立全日制 52 65 49 52

私立全日制 49 36 35 37

定時制・通信制含他

1 2 4 3

総合支援 0 0 4 1

卒業生 102 103 92 93
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右の表は、過去４年間の朱雀中学校の先輩たちの進学先です。ほとんどの人が全日制高校に進学しています。さらに、昨年度は全体の56%が公立の普通科・専門学科への進学で、学年全体の半分以上でした。しかし、公立前期選抜では、平成28年度は受検者55人中26人合格、平成27年度は49人中９名のみが合格と、厳しい結果となっています。
私立高校への進学者は卒業生全体の40%。国の「就学支援金制度」や京都府の「私立高校等あんしん就学支援事業」ができた影響もあり、私立高校への進学者の割合は増える傾向です。また、公立高校は、入試制度の変更により、高校ごとの特色が際立ってくるとともに、倍率や合格ラインなども高校間での差が大きくなる可能性もあります。それぞれの学校の特色をよく考えて選ぶことが大事になってきています。就職は、中卒者の求人がほとんどなく、大変厳しい状況が続いています。
☆どうしたら人は幸せに生きられるか☆
　幸せな人生って、どんな人生だと思いますか？前号で、自分の未来は自分で切り拓いていこうと書きました。幸せな人生を歩むためには、まさしく自分で判断し、自分で決められる力が必要だと思います。そんな風に考えた心理学者が、今から140年ほど前のウィーンにいました。アルフレッド・アドラーという人です。人は生まれた環境や条件、過去の失敗やトラウマに影響されがちです。「自分はこんなふうだからダメ」とか、「前にも失敗したからまた失敗するに違いない」と、うまくいかない原因をさがしてついつい自分にダメ出しをしてしまうものです。しかし、アドラーの考えは違います。もって生まれたものを、〝今、ここから″どういかすのか。以前失敗したとしても、〝今、ここから″どうスタートするか。過去ではなく、つねに〝今、ここから″どうするかに焦点を当てます。そんなアドラーの言葉を、紹介していきたいと思います。


☆高校からの案内☆
	学校名
	日時
	内容
	備考

	kTC中央
高等学院
	４月２２日（土）
	学校説明会

体験入学
	全学年対象

　希望者は４/２０（木）までに担任の先生に申し出ること

	京都堀川音楽
	５月１３日（土）または２０日（土）
　どちらの日かは高校が指定
	スクールガイダンス
	全学年対象
　希望者は４／１７（月）までに担任の先生に申し出ること（下記参照）

	立命館

(立命館、立命館宇治、立命館守山)
	５月１４日（日）みやこめっせ
	附属高校合同説明会
	全学年対象

　参加予約制　各校HPより申込


　このように高校からの色々な連絡を載せます。興味のある高校情報には注意して、説明会などには積極的に参加しましょう。
　対象が３年生に限られる場合や、申し込みを個人で行う場合、学校から行う場合、申し込みが不要な場合もあります。よく確認して、なにかわからないことや困ったことがあれば、井上か担任の先生に相談してください。
　申し込みが必要な場合は、必ず締切期日を守ること！

今週の勇気


「自分には限界がある」と思うと、成長できない


「もう…」「まだ…」なんて思う必要はない





齋藤孝『超訳こどもアドラーの言葉』








